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正
し
い
知
識
を
身
に
つ
け

差
別
や
偏
見
を
な
く
す

　

10
月
25
日
（
水
）、
人
権
・

同
和
教
育
推
進
協
議
会
の
館
外

研
修
で
18
名
の
参
加
者
を
得
て

岡
山
の
長
島
愛
生
園
を
訪
問
し

ま
し
た
。
ハ
ン
セ
ン
病
に
対
す

る
偏
見
や
差
別
の
歴
史
か
ら
人

権
の
大
切
さ
に
つ
い
て
学
ぶ
こ

と
が
目
的
で
す
。

　

現
地
に
着
く
ま
で
は
山
陽
道

の
ト
ン
ネ
ル
事
故
の
影
響
が
心

配
さ
れ
ま
し
た
が
、
幸
い
渋
滞

も
な
く
余
裕
を
も
っ
て
到
着
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

長
島
愛
生
園
で
は
、
学
芸
員

の
方
か
ら
長
年
に
渡
っ
て
誤
っ

た
隔
離
政
策
が
行
わ
れ
て
き
た

こ
と
、
ハ
ン
セ
ン
病
に
感
染
し

た
方
や
家
族
が
受
け
て
き
た
偏

見
や
差
別
に
つ
い
て
の
話
を
聴

き
ま
し
た
。
ハ
ン
セ
ン
病
は
感

染
力
が
弱
く
発
病
も
し
に
く
い

病
気
で
あ
る
こ
と
、
入
所
者
は

全
員
完
治
し
て
い
る
が
、
高
齢

や
後
遺

症
に
加

え
、
偏

見
に
よ

り
社
会

復
帰
が

困
難
と

な
り
、

現
在
も

療
養
生

活
を
送
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
知

り
ま
し
た
。

　

後
半
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

で
は
、
療
養
所
へ
の
入
口
と

な
っ
た
収
容
桟
橋
や
ク
レ
ゾ
ー

ル
入
り
の
消
毒
風
呂
に
使
わ
れ

た
施
設
の
跡
地
、
監
房
跡
、
納

骨
堂
な
ど
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

ハ
ン
セ
ン
病
へ
の
差
別
や
偏

見
の
歴
史
を
通
し
て
学
ん
だ
こ

と
と
し
て
、
間
違
っ
た
知
識
や

偏
見
に
惑
わ
さ
れ
る
こ
と
な
く
、

正
し
い
知
識
を
身
に
つ
け
適
切

に
判
断
す
る
こ
と
が
差
別
を
な

く
す
第
一
歩
に
な
る
こ
と
を
改

め
て
実
感
し
ま
し
た
。
こ
の
度

の
館
外

研
修
は

人
権
問

題
に
つ

い
て
学

ぶ
良
い

機
会
と

な
り
ま

し
た
。

消
防
隊
区
長
会

合
同
研
修
開
催
！

　

９
月
30
日
（
土
）、
自
由
が
丘
消
防

隊
と
自
由
が
丘
区
長
会
の
合
同
で
館
外

研
修
を
開
き
、
神
戸
市
の
「
人
と
防
災

未
来
セ
ン
タ
ー
」
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
は
、
阪
神
淡
路
大
震
災
が
起

き
た
当
時
の
内
容
を
ジ
オ
ラ
マ
や
映
像

を
通
し
て
追
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
自
然
の
力
の
大
き
さ
、
恐
ろ
し
さ

を
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
が
、
震
災
後

人
々
が
団
結
し
、
街
が
復
興
し
て
い
く

様
子
を
見
て
、
人
間
の
力
の
大
き
さ
も

学
び
ま
し
た
。

　

ま
た
、
災
害
の
被
害
を
減
ら
す
「
減

災
」
を
テ
ー
マ
に
、
非
常
食
や
ガ
ス
コ

ン
ロ
等
、
様
々
な
防
災
グ
ッ
ズ
の
展
示

も
見
学
し
ま
し
た
。

　

震
災
は
い
つ
起
き
る
か
分
か
り
ま
せ

ん
。
今
回
の
研
修
は
、
参
加
い
た
だ
い

た
方
の
心

に
大
き
く

響
き
、
防

災
に
つ
い

て
多
く
の

事
を
学
べ

る
機
会
に

な
っ
た
こ

と
と
思
い

ま
す
。

街
頭
監
視
大
作
戦

　

去
る
9
月
21
日
（
木
）
～
9
月
30
日

（
土
）
ま
で
「
秋
の
全
国
交
通
安
全
運

動
」
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
三
木
市
に

お
い
て
も
、
9
月
28
日
（
木
）
を
「
街

頭
監
視
大
作
戦
」
と
し
て
、
朝
7
時
30

分
～
8
時
30
分
の
間
実
施
し
ま
し
た
。

　

自
由
が
丘
小
学
校
の
フ
ェ
ン
ス
前

に
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
の
花
が
ま
っ
す

ぐ
等
間
隔
で
植
え
ら
れ
て
い
て
と
て

も
き
れ
い
で
す
。
そ
の
世
話
を
さ
れ

て
い
る
の
は
花
壇
の
向
か
い
の
家
の

方
々
で
す
。
そ
の
中
の
お
一
人
に
よ

る
と
、
駅
前
商
店
街
が
プ
リ
ン
ス

ロ
ー
ド
と
呼
ば
れ
た
こ
と
が
き
っ
か

け
で
続
い
て
お
り
、
最
初
は
20
人
ほ

ど
の
方
が
お
ら
れ
た
そ
う
で
す
が
今

は
8
人
の
方
が
続
け
て
お
ら
れ
ま
す
。

花
の
世
話
を
す
る
大
変
さ
を
考
え
る

と
本
当
に
花
が
好
き
で
な
け
れ
ば
続

け
ら
れ
な
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。�

Ｙ
・
Ｙ

自由が丘の人口
令和 5年10月末現在（前月比）

　人　口　15,649（-29）
　　男　　 7,456
　　女　　　8,193
　世帯数  　7,327（-11）

自
由
が
丘

地
域
で
も
、

自
由
が
丘

小
学
校
前

「
交
差
点
」

に
て
、「
自

治
会
、
学

校
関
係
者
、

人
の
目
垣

根
隊
」
の

皆
さ
ん
と
「
児
童
・
生
徒
の
保
護
、
誘

導
と
交
通
意
識
高
揚
、
啓
発
」
を
行

い
ま
し
た
。
多
く
の
児
童
達
の
笑
顔
、

「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
‼
」
の
あ
い

さ
つ
に
励
ま
さ
れ
、
地
域
の
将
来
を
担

う
子
ど
も
達
が
多
様
な
価
値
観
、
人
生

観
、
世
界
観
を
持
つ
大
人
へ
の
成
長
を

祈
念
し
つ
つ
…
ま
た
、
普
段
か
ら
見
守

り
を
さ
れ
て
い
る
「
人
の
目
垣
根
隊
」

の
皆
様
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

�

Ｔ
・
Ｗ

「
わ
く
わ
く
10
周
年

記
念
祭
」
開
催

　

10
月
1
日（
日
）午
前
10
時
～
午
後
3

時
ま
で
、
わ
く
わ
く
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の

開
設
10
周
年
記
念
祭
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
後
、

久
し
ぶ
り
に
住

民
同
士
の
笑
顔

溢
れ
る
記
念
祭

に
な
り
ま
し
た
。

　

午
前
中
の
幼

稚
園
児
か
ら
中

学
生
の
ス
テ
ー

ジ
発
表
、
午
後

の
カ
ラ
オ
ケ
大

会
は
元
気
い
っ

ぱ
い
で
し
た
。

　

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
模
擬
店
に
は

子
ど
も
た
ち
が
集
い
活
気
に
満
ち
て
い

ま
し
た
。

　

た
く
さ
ん
の
皆
様
に
ご
参
加
、
ご
協

力
い
た
だ
き
ま
し
て
、
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

ス
タ
ッ
フ
一
同
心
よ
り
お
礼
申
し
あ

げ
ま
す
。

　

わ
く
わ
く
記
念
祭
実
行
委
員
会
一
同

⍷

⎜

⎣

⎒

自
由
が
丘
地
推
協
・
人
権
館
外
研
修

　
　
　
ハ
ン
セ
ン
病
の
歴
史
を
学
ぶ

　
　
長
島
愛
生
園
歴
史
館
見
学
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　世の中は超高齢化社会となってきております。
　少子高齢化現象により総人口が減少し、高齢化率は世界一という社
会現象のさなかに日本はあります。
　高齢化の分類としては 65歳以上の人口が総人口に占める割合で 7
～ 14％が高齢化社会、14～ 21％が高齢社会、21％以上が超高齢化
社会と分類されます。
　65歳以上というだけですぐに介護が必要というわけではありませ
んが高齢者の割合が非常に速いスピードで進んでいることは明らかで
す。そして介護の必要な高齢者が増加していることも明らかです。
　平均寿命と健康寿命の差が男女ともに約 10年間あり、人生最後の
10年間は介護が必要になるというのが現状です。
　2000 年より介護保険制度が発足されましたが 2015 年の改定によ
り自分の口から食べる楽しみを得られるように多職種協働する必要が
あるという項目が加えられ、介護における歯科の重要性が注目されて

暖房器具を安全に
使いましょう

　秋から冬へと季節が変わるにつ
れて、寒さが一層増し、ご家庭で
も暖房器具を使用される機会が増
えると思います。
　毎年この時期に、石油ストーブ

や電気ストーブなどの暖房
器具が原因で火災が発生し
ています。その多くは、使
用者の誤使用や不注意など
によるものです。
　寒い時期を安全に、そし
て快適に過ごすために、次
のことに注意しましょう。

①不良灯油を使用しない
　長期保管していた灯油、油や水などが混入
した灯油は、異常燃焼や故障のおそれがある
ため使用しないでください。

②周りに燃えるものを置かない
　スプレー缶など破裂の可能性があるもの、
洗濯物や布団などの燃えやすいものは、暖房
器具の近くに置かないようにしましょう。
　また、就寝前は必ず火を消す習慣をつけま
しょう。

③定期的に暖房器具の清掃をしましょう
　石油ストーブは、ほこりが溜まったままで
使用すると、不完全燃焼を起こすことがあり
ます。

④適度に換気をしましょう
　石油ストーブの使用中は１時間に１～２回、
１～２分程度換気を行ってください。換気は
２か所以上の風の出入りのある開口部を設け
ると効率良くできます。

　※�石油ストーブは、室内の空気を使って燃焼
するため、換気が不十分だと室内の酸素が
減少し、不完全燃焼による一酸化炭素中毒
になるおそれがあります。

児童虐待の防止と子どもの性被害撲滅
～ 児童虐待の早期発見にご協力を! ～

児童虐待ってどんなこと
保護者（親権を行う者、未成年者後見人その他の者で、
児童を現に監護する者） が、その監護する児童 （18歳
に満たない者）に対して行う次のような行為をいいます。

■身体的虐待
　児童の身体に外傷が生じ、又は生じるおそれのある暴行を加えることをいいます。
　例えば、◦首を絞める、殴る、蹴る　　◦激しく揺さぶる
　　　　　◦熱湯をかける、溺れさせる　◦縄などにより拘束する
　　　　　◦タバコの火を押しつける　　◦投げ落とす、逆さ吊りにする
　　　　　◦異物を飲ませる　　　　　　◦冬、戸外に閉め出す　などがあります。
■性的虐待
　�児童にわいせつな行為をすること、又は児童にわいせつな行為をさせることをい
います。

　例えば、◦児童に対し淫行する　　　　◦性的暴力、性的行為を強要・教唆する
　　　　　◦性器や性交をみせる　　　　◦児童ポルノの被写体にする
　　　　　◦性器を触る又は触らせる� などがあります。
■怠慢又は拒否（ネグレクト）
　�児童の心身の正常な発達を妨げるような著しい減食又は長時間の放置、保護者以
外の同居人による児童に対する身体的虐待、性的虐待及び心理的虐待の放置、そ
の他保護者として監護を著しく怠ることをいいます。

　例えば、◦乳幼児を家に残したまま長時間外出する
　　　　　◦乳幼児を家の中に長時間放置する
　　　　　◦着衣を長期間着替えないなどひどく不潔なままにする
　　　　　◦適切な食事を与えない
　　　　　◦病気になっても医師に診せない
　　　　　◦児童が学校に登校する意思があっても登校させない　などがあります。
■心理的虐待
　�児童に対する著しい暴言又は著しく拒絶的な対応、児童が同居する家庭における
配偶者などに対する暴力、その他児童に著しい心理的外傷を与える言動を行うこ
とをいいます。

　例えば、◦暴力的な言動により児童を脅す
　　　　　◦他の兄弟姉妹と比べ著しく差別的な取扱いをする
　　　　　◦「生まなければよかった。」 などと児童の心を傷つけるような言動を繰り返す
　　　　　◦児童の面前で配偶者やその他の家族などに対し暴力を繰り返す

などがあります。
■虐待かもと思ったら...
　全国共通ダイヤル　　　 1

いち

8
はや

9
く

番へ
　～189番にかけると、お近くのこども家庭センターにつながります。～
■神戸市こども家庭センター　（078）599-7300
■明石こどもセンター　　　　（078）918-5097� （078）918-5726
■最寄りの各警察署　　　　　（0794）82-0110

交番からのお知らせ

消防だより

糖
尿
病
と
目立

神
眼
科　

立　
神　
英　
宣

訪問歯科診療について
いんなみ歯科　　　　　　　

　院長　　印南　克之

きました。
　介護が必要となった方々に歯科医師や歯科衛生士が出向いて他職種
と連携して歯科治療を行うのが訪問歯科診療です。単に単発で行う往
診とは異なり、一定の治療方針の下、定期的に歯科診療を施設又は居
宅で行うシステムのことを言います。
　ではどんなことが行えるのかと申しますと、インプラントや特殊な
手術以外の外来で行える処置、虫歯の治療や歯周病の治療および予防、
入れ歯の作成やメンテナンスを行うことができます。
　治療は医療保険で、指導等は介護保険を使ったりすることができま
す。
　口腔機能低下症の診断やその予防により、お口の健康を維持し、い
つまでも自分のお口で食事できるよう予防して健康寿命の延伸を目的
としております。
　診療所へ通えなくなってお口の悩みを抱えておられる方は一度、市
の健康増進課や地域包括センターにお問い合わせください。訪問歯科
診療のできる歯科医院を紹介することが可能です。
　いつまでも自分のお口で食べられる、より良い人生を全うできるこ
とをお手伝いできれば幸いです。
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住
民
学
習
会

住
民
学
習
会

　

9
月
～
11
月
に
か
け
て
各
地
区

ご
と
に
人
権
に
つ
い
て
学
ぶ
住
民

学
習
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

最
近
さ
ま
ざ
ま
な
と
こ
ろ
で

耳
に
す
る
「LG

B
T
Q
+

」
で
す

が
、
今
回
の
人
権
啓
発
Ｄ
Ｖ
Ｄ
は
、

「
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」
を

テ
ー
マ
に
し
た
「
バ
ー
ス
デ
イ
」

を
視
聴
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

て
、
学
校
長
・
市
職
員
の
方
の

リ
ー
ド
で
感
想
や
意
見
を
率
直
に

話
し
合
い
ま
し
た
。

　
「LG

B
T
Q
+

」
の
と
ら
え
方
が

一
人
ひ
と
り
異
な
り
、
い
ろ
い
ろ

な
思
い

が
あ
る

こ
と
が

わ
か
り

ま
し
た
。

　

そ
の

中
で
最

後
に
皆

さ
ん
と

「
性
の
あ

り
方
は

一
人
ひ

と
り
異

な
る
こ

と
を
認

め
、
受

け
入
れ
、

お
互
い

の
人
権

を
尊
重

す
る
こ

と
が
大

切
で
あ

る
」
と

「
感
動
の
体
育
祭
」

　

9
月
30
日
（
土
）
素
晴
ら
し
い

秋
晴
れ
の
も
と
、
第
41
回
体
育
祭

を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
こ
数
年
、

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
、
い
ろ
い
ろ

と
制
限
の
あ
る
中
で
の
開
催
で
し

た
が
、
今
年
度
は
、
来
賓
、
保
護

者
、
地
域
の
皆
さ
ま
に
は
制
限
な

く
観
覧
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
年
度
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
勇
往

邁
進　

～
前
へ
突
き
進
め
～
」
で

し
た
。
生
徒
た
ち
は
、
こ
の
日
に

向
け
て
、
暑
さ
が
な
か
な
か
お
さ

ま
ら
な
い
9
月
下
旬
、
ク
ラ
ス

で
の
放
課
後
練
習
を
始
め
ま
し

た
。
最
初
は
、
な
か
な
か
う
ま
く

連
携
が
と
れ
な
い
種
目
や
競
技
が

あ
り
ま
し
た
が
、
日
々
練
習
を
繰

り
返
す
中
で
、
成
功
す
る
場
面
も

増
え
、
そ
れ
が
、
自
信
と
な
っ
て

さ
ら
に
取
組
を
す
す
め
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま

し
た
。
そ
し
て
本
番
、
準
備
期
間

の
真
剣
さ
が
、
そ
の
ま
ま
演
技
や

競
技
に
あ
ら
わ
れ
、
素
晴
ら
し
い

体
育
祭
に
な
り
ま
し
た
。
ど
の
生

い
う
思

い
を
共

有
で
き

て
、
と

て
も
深

い
学
習

に
な
っ

た
と
思

い
ま
す
。

ふ
る
さ
と
ま
つ
り

　

あ
か
ね
が
丘

　

10
月
15
日
（
日
）、
あ
か
ね
が

丘
の
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

値
上
が
り
し
て
い
る
野
菜
の
格

安
販
売
と
子
ど
も
た
ち
に
は
お
菓

子
の
詰
め
放
題
が
行
な
わ
れ
ま
し

た
。
ま
た
キ
ム
チ
の
販
売
も
行
な

わ
れ
ま
し
た
。

　

一
生
懸
命
に
工
夫
し
て
お
や

つ
を
袋
詰
め
し
て
い
る
子
ど

も
た
ち
の

微
笑
ま
し

い
姿
が
あ

り
、
好
評

の
う
ち
に

野
菜
も
完

売
し
ま
し

た
。

　
西
地
区

　

10
月
15
日
（
日
）
秋
晴
れ
の
下

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
に
て
ふ
る
さ

と
祭
り
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

新
米
1
㎏
の
配
布
や
、
玄
関
前

広
場
に
テ
ン
ト
を
張
り
、
焼
き
そ

ば
・
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
・
鮭
ず
し

を
販
売
し
、
大
盛
況
の
う
ち
に
完

売
と
な
り
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
に
は
お
菓
子
の
配

布
が
あ
り
、
横
の
畑
で
西
友
会
の

方
が
植
え

ら
れ
た
サ

ツ
マ
イ
モ

の
芋
ほ
り

も
楽
し
み

ま
し
た
。

　

た
く
さ

ん
の
方
が

参
加
さ
れ
、

地
域
の
良
い
交
流
の
場
と
な
り
、

に
ぎ
や
か
な
ふ
る
さ
と
祭
り
に
な

り
ま
し
た
。

そ
よ
風
サ
ロ
ン

北
地
区
ま
ご
こ
ろ
の
会

　

9
月
28
日
（
木
）、
残
暑
の
中

「
そ
よ
風
サ
ロ
ン
」
が
北
地
区
集

会
所
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
サ
ロ
ン
は
高
齢
者
の
方
中

心
の
集
ま
り
で
、
民
生
委
員
・
協

力
委
員
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
で

毎
月
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

年
に
2
回
日
帰
り
旅
行
も
あ
り
、

今
年
は
春
に
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
、

秋
に
は
姫
路
方
面
へ
と
、
交
流
の

場
を
設
け
て
い
ま
す
。
サ
ロ
ン
で

は
ゲ
ー
ム
や
ジ
グ
ゾ
ー
パ
ズ
ル
、

ク
イ
ズ
な
ど
を
し
て
楽
し
む
こ
と

が
で
き
、
普
段
使
わ
な
い
脳
が
活

性
化
さ
れ
、
い
い
頭
の
体
操
に
も

な
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。
ゲ
ー
ム

の
合
間
に
は
お
茶
菓
子
も
提
供
さ

れ
、
参
加

さ
れ
た
皆

さ
ん
は
和

気
あ
い
あ

い
と
し
た

ひ
と
時
を

過
ご
さ
れ

て
い
ま
し

た
。

徒
も
一
生
懸
命
な
眼
差
し
で
取
り

組
む
姿
は
、
見
て
い
る
人
た
ち
に

大
き
な
感
動
を
与
え
ま
し
た
。
最

終
演
技
、
3
年
生
の
曲
に
合
わ
せ

た
集
団
行
動
と
縄
跳
び
の
学
年
演

技
に
は
、
さ
ら
に
大
き
な
感
動
で
、

会
場
が
感
嘆
の
声
と
拍
手
に
包
ま

れ
ま
し
た
。

　

2
学
期
は
、
こ
の
あ
と
、
合

唱
祭
、
文
化
祭
、
ト
ラ
イ
や
る
・

ウ
ィ
ー
ク

と
行
事
が

続
き
ま
す

が
、
体
育

祭
同
様
、

見
て
い
る

人
た
ち
に

大
き
な
感

動
を
与
え

る
こ
と
が

で
き
る
よ

う
、
一
生

懸
命
に
取

り
組
ん
で

い
き
た
い

と
思
い
ま

す
。

学
・
園
通
信
（
自
由
が
丘
中
学
校
）

中2丁目 あかねが丘 東1丁目

白菊

主催：みんなの笑顔をまもり隊　三木ッズこども食堂

お問い合わせ

080 4494 4768（岸田）

minnano.egaowomamoritai
@gmail.com

応募方法は上記電話orメールにて受付中



医療法人社団　朋優会

●病院機能評価（3rdG:Ver.2.0）認定病院

救急指定  労災指定　TEL 85-3061
三木山陽病院

〒673-0501　三木市志染町吉田1213-1

＊内科全般　＊整形外科
＊外　　科　＊眼　　科
＊皮 膚 科　＊泌尿器科
＊血液透析　＊リウマチ科
＊リハビリテーション科

診療
科目

＊胃・大腸カメラ・エコー・心電図
＊Ｘ線（MRI・マルチスライスCT）
＊眼底・骨密度測定
＊血管造影など

検査

月

○

○

診療時間

内　　科
整形外科

午前 ９：００～１２：００

午後 ５：００～ ８：００

火

○

×

水

○

○

木

○

×

金

○

○

土

○

×

日・祝

×

×

○午前 ９：００～１２：００ ○ × ○ × ○ ×

○午前 ９：００～１２：００ ○ ○ ○ ○ ○ ×

×午前 ９：００～１２：００ ○ ○ ○ ○ ○ ×

眼　　科

外　　科

皮 膚 科

×午前 ９：００～１２：００

午後 1：4０～ ４：００

× ○ ○ ○ ○ ×

○ × × × × × ×
泌尿器科

※なお、皮膚科の診療については中学生以上の患者様を対象とさせていただきます。
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公民館は、だれもが集い、学ぶ、地域の拠点です。公民館は、だれもが集い、学ぶ、地域の拠点です。
　自由が丘公民館では、２歳の乳幼児から高齢者まで、幅広い世代の皆様が活動されています。また、誰もが集い、学び、語らうことを目的
とする地域の交流拠点施設です。さまざまな文化、体育活動を通じて、趣味を広げ、生きがいの糧となっている方も沢山おられます。あなた
も新たな出会い、新たな自分探しのスタートを公民館活動で始めてみませんか。

公民館は、だれもが集い、学ぶ、地域の拠点です。公民館は、だれもが集い、学ぶ、地域の拠点です。
　自由が丘公民館では、２歳の乳幼児から高齢者まで、幅広い世代の皆様が活動されています。また、誰もが集い、学び、語らうことを目的
とする地域の交流拠点施設です。さまざまな文化、体育活動を通じて、趣味を広げ、生きがいの糧となっている方も沢山おられます。あなた
も新たな出会い、新たな自分探しのスタートを公民館活動で始めてみませんか。

のの
びび
のの
びび
じじ
ゆゆ
うう
っっ
子子

●
親
子
遊
び
・
リ
ト
ミ
ッ
ク
で

い
っ
ぱ
い
運
動
し
た
よ
。

　

９
月
22
日
（
金
）
リ
ト
ミ
ッ
ク
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
小
林
ひ
と
み
先
生

の
ご
指
導
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

２
部
構
成
で
前
半
は
電
子
ピ
ア
ノ

の
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
、
親
子
で
身

体
を
動
か
し
ま
し
た
。

　

後
半
は
、
先
生
か
ら
「
♪
好
き
な

色
は
ど
ん
な
色
♪
」
と
尋
ね
ら
れ
て

嬉
し
そ
う
に
色
選
び
を
し
て
、
そ
の

色
で
作
っ
た
風
船
で
「
ビ
ニ
ー
ル

ボ
ー
ル
遊
び
」
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

小
さ
い
子
ど
も
が
多
か
っ
た
の

で
す
が
小
林
先

生
か
ら
は
「
小

さ
い
子
ど
も
さ

ん
ば
か
り
で
可

愛
く
て
、
私
が

楽
し
か
っ
た
で

す
。」
と
コ
メ

ン
ト
い
た
だ
き

良
か
っ
た
で
す
。

固
の
城
で
し
た
。
落
城
後
も
街
道

が
交
差
す
る
良
い
立
地
条
件
の
た

め
城
を
し
ば
ら
く
は
利
用
し
て
い

た
そ
う
で
す
。

　

身
近
な
と
こ
ろ
に
こ
ん
な
に
も

近
世
の
足
跡
が
あ
っ
た
の
か
と
、

歩
い
て
目
で
見
て
説
明
を
聞
い
て

よ
く
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
旧
上
の
丸
保
育
所
跡

地
の
発
掘
調
査
を
始
め
る
予
定
だ

そ
う
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
新
た
な

発
見
が
あ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま

す
。

　

参
加

者
の
皆

さ
ん
は

満
足
し

て
帰
ら

れ
ま
し

た
。茶

筒
づ
く
り
体
験
と
平
等
院

茶
筒
づ
く
り
体
験
と
平
等
院

～
京
都
伏
見
・
宇
治
館
外
研
修
～

第
６
回
女
性
セ
ミ
ナ
ー

　

10
月
18
日
（
水
）、
京
都
へ
出

か
け
ま
し
た
。
秋
晴
れ
の
絶
好
の

行
楽
日
和
で
し
た
。

　

最
初
に
京
都
八
幡
市
の
流
れ
橋

を
見
に
行
き
ま
し
た
。
時
代
劇
の

定
番
の
ロ
ケ
地
だ
そ
う
で
、
洪
水

時
に
あ
え
て
流
さ
れ
る
よ
う
に
設

計
さ
れ
た
橋
で
す
。
今
年
の
お
盆

の
時
の
台
風
で
流
れ
た
ま
ま
に

な
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、
渡
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
流

れ
て
い
る
と
こ
ろ
も
珍
し
い
と
地

元
の
方
に
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

そ
の
後
、
伏
見
の
酒
蔵
跡
の
レ

ス
ト
ラ
ン
で
昼
食
を
取
り
ま
し
た
。

お
酒
だ
け
で
な
く
、
お
豆
腐
も
名

●
お
い
も
掘
っ
た
ぞ
！

　

10
月
6
日
（
金
）、
神
戸
市
西
区

の
神
出
フ
ァ
ー
ム
ビ
レ
ッ
ジ
に
お
芋

ほ
り
に
出
か
け
ま
し
た
。
今
年
は
猛

暑
で
雨
も
少
な
く
作
柄
は
今
一
つ
で

量
的
に
少
な
か
っ
た
で
す
。
加
え
て

雨
が
少
な
い
た
め
土
が
硬
く
て
掘
り

起
こ
す
の
に
苦
労
し
ま
し
た
。
農
園

の
計
ら
い
で
取
れ
高
の
少
な
か
っ
た

人
に
は
1
株
追
加
サ
ー
ビ
ス
を
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

掘
っ
た
芋
は
紅
は
る
か
と
い
う
銘

柄
で
、
収
穫
後
し
ば
ら
く
貯
蔵
熟
成

さ
せ
る
と
甘
い

お
い
し
い
芋
に

な
る
そ
う
で
す
。

　

焼
き
芋
や
炊

き
込
み
ご
飯
等

子
ど
も
た
ち
の

大
好
き
な
メ

ニ
ュ
ー
が
食
卓

に
並
ん
だ
こ
と

と
思
い
ま
す
。

三
木
城
跡
を
巡
っ
て

第
６
回  
自
由
が
丘
学
園

　

10
月
17
日
（
火
）
み
き

歴
史
資
料
館
の
金
松
誠

さ
ん
に
ガ
イ
ド
を
お
願
し
、

三
木
城
跡
周
辺
・
歴
史
資

料
館
に
行
っ
て
き
ま
し

た
。

　

鷹
尾
山
城
跡
→
別
所

長
治
公
首
塚
→
み
き
歴

史
資
料
館
→
二
の
丸
跡

→
本
丸
跡
の
コ
ー
ス
で

し
た
。

　

三
木
城
は
鷹
尾
山
の

高
低
を
利
用
し
、
石
垣
の

な
い
土
づ
く
り
の
東
西

南
北
ど
の
方
向
か
ら
で

も
攻
め
に
く
い
、
城
砦
堅

物
で
、
ざ

る
豆
腐
と

お
ば
ん
ざ

い
の
お
膳

で
美
味
し

く
頂
き
ま

し
た
。

　

そ
し
て

「
宇
治
の

お
茶
と
宇

治
の
ま
ち
歴
史
公
園
茶
づ
な
」
に

移
動
し
て
、
茶
筒
づ
く
り
に
挑
戦

し
ま
し
た
。
お
茶
の
お
話
を
聞
き

な
が
ら
、
事
前
に
選
ん
で
お
い
た

シ
ー
ル
付
き
の
和
紙
を
茶
筒
に

貼
っ
て
仕
上
げ
ま
し
た
。
ま
わ
り

に
お
茶
畑
が
広
が
り
清
々
し
い
き

れ
い
な
施
設
で
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
、
迎
え
に
来
て
い
た

だ
い
た
平
等
院
の
ガ
イ
ド
の
み
な

さ
ん
と
、
茶
づ
な
か
ら
平
等
院
ま

で
説
明
を
聞
き
な
が
ら
歩
き
、
平

等
院
と
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
鳳
凰
堂
も

説
明
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

詳
し
い
説
明
を
聞
き
な
が
ら
見

学
す
る
の
は
、
よ
り
感
慨
深
く
な

る
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。

　

出
発
ま
で
の
1
時
間
ほ
ど
、
平

等
院
の
参
道
の
お
店
で
、
抹
茶
の

ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
を
食
べ
た
り
、

お
土
産
を
買
っ
た
り
楽
し
く
過
ご

し
ま
し
た
。

　

日
が
暮
れ
て
か
ら
の
帰
宅

と
な
っ
て

し
ま
い
ま

し
た
が
、

思
っ
た
以

上
に
盛
り

だ
く
さ
ん

で
有
意
義

な
一
日
で

し
た
。

日曜 内　　　容
5日（火）女性セミナー　「グラスアート」
6日（水）スマホ教室

8日（金）
のびのびじゆうっ子教室
　「クリスマス会準備」
　「お誕生会（11・12月生まれ）」

15日（金）自由が丘学園　「高齢者のための交通安全・詐欺防止」
19日（火）男の料理教室
22日（金）のびのびじゆうっ子教室　「クリスマス会」
27日（水）年末大掃除

※年末年始の休館日は12月28日（木）～1月4日（木）です。
※公民館へのお問い合わせは、℡85－4700まで。

❖　12月の行事予定　ご案内　❖


